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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

成28年2月1日
（第78号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（12月末現在）

男1311人
女1648人
計2959人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

成
人
式
は
１
月
10
日(

日)

午
後
２
時

か
ら
厚
生
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
代
市
在
住
の
新
成
人
は
、
男
性

５
４
８
名
、
女
性
６
７
７
名
の
計

１
２
２
５
名
で
す
。

日
奈
久
在
住
の
新
成
人
は
男
性

８
名
女
性
８
名
の
計
16
名
で
し
た
。
ち
な

み
に
、
日
奈
久
中
学
校
に
よ
る
と
平
成
22

年
度
の
卒
業
生
は
男
子
11
名
、
女
子
10
名
、

計
21
名
で
し
た
。

成
人
式
に
出
席
し
た
新
田
町
の
森
田
早

貴
さ
ん
は
「
周
り
の
た
く
さ
ん
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
私
た
ち
は
無
事
に
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成
人
式
を

迎
え
た
今
で
も
、
ま
だ
ま
だ
大
人
に
な
っ

た
と
い
う
実
感
が
わ
か
ず
、
少
し
違
和

感
を
持
ち
ま
す
が
、
今
後
、
自
分
の
思

い
描
く
理
想
像
に
近
づ
い
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
成
人

を
迎
え
た
喜
び
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

月を想う。春を待つ。 ひなぐ雛祭り始まる第７回

２
月
28
日(

日)

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

日
奈
久
は
お
雛
様
一
色
に

新
企
画
で
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

２
月
13
日(

土)

～
３
月
６
日(

日)

期
間
中
は
、
歴
史
あ
る
日
奈
久
温
泉
街
の
各
旅
館
や
旧
八
代
屋
旅
館
、
山
頭

火
ゆ
か
り
の
宿
「
織
屋
」
、
観
光
交
流
施
設
「
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
」
に
所
蔵
の

雛
人
形
や
手
作
り
、
創
作
の
雛
人
形
な
ど
を
展
示
、
ま
た
、
土
、
日
曜
日
は
ひ

な
ぐ
雛
手
作
り
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
27
日(

土)

、
28
日(

日)

の
両
日
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
雛
迎
え
の
儀
」

と
「
雛
送
り
の
儀
」
に
併
せ
て
楽
し
い
催
し
で
お
も
て
な
し
を
致
し
ま
す
。

見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
に
も
ほ
ん
わ
か
と

灯
り
が
と
も
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

２
月
13
日(

土)

11:

00
～

本
町
２
丁
目

ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
も
参
加
し
て
Ｐ
Ｒ
。

八
代
白
百
合
高
校
生
の
お
琴
演
奏
、
も

ち
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ひ
な
ぐ
雛
手
作
り
体
験

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
な
ど
を
使
っ
て
、

子
供
で
も
楽
し
く
作
れ
ま
す
。

開
催
日
時

２
月
14
日(

日)

、
20
日

(

土)

、
21
日(

日)

、
27
日(

土)

、

28
日(

日)

、
３
月
５
日(

土)

の

10:

00
～
12:

00
、
13:

00
～
15:

00

(

体
験
料
８
０
０
円)

申
込
先

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

あ
な
た
だ
け
の
手
作
り
お
雛
様

を
公
募
。
一
人
３
点
ま
で

◆
大
き
さ

横
30
cm
高
さ
20
cm

奥
行
き
20
cm
以
内

◆
材
料

自
由

◆
出
品
料

１
点
千
円

販
売
可

◆
賞

大
賞
１
万
円
相
当

特
別
賞
（
県
伝
統
工
芸
館
賞
）

入
選
５
千
円
相
当
、
参
加
賞

◆
展
示

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

２
月
27
日
・
28
日

◆
応
募
先

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

期
間
中
、
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
サ
イ
ズ

四
つ
切
り
、
ワ
イ
ド
四
つ
切
り

Ａ
４
版

プ
リ
ン
ト
の
み

◆
賞

大
賞
１
万
円
相
当

入
選
５
千
円
相
当

佳
作
２
千
円
相
当

◆
応
募
先

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

創
作
雛
公
募
展

締
め
切
り

２
月
20
日

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募
集
３
月
１
日
～
20
日

日
奈
久
の
海
に
舞
い
降
り
た
幼
い
ひ

な
ぐ
か
ぐ
や
姫
を
お
迎
え
し
、
三
人

官
女
ら
が
伴
い
籠
に
揺
ら
れ
て
温
泉

セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前
会
場
へ
。

(

雨
天
時
は
ゆ
め
倉
庫
で
行
い
ま
す
。)

２
月
27
日(

土)

18:

45
～
20:

00
頃

雛
迎
え
の
儀

新
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
関
係
の
問
い
合
わ
せ
は

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
へ

電
話
０
９
６
５(

38)

０
２
６
７

雛迎えの儀（温泉センター前）

10:
00
～
15:

00

日
奈
久
う
ま
か
も
ん
市

温
泉
セ
ン
タ
ー
前
広
場

日
奈
久
の
お
い
し
さ
を
販
売

11:

00
～

日
奈
久
温
泉
お
か
み
カ
フ
ェ

柳
屋
旅
館
向

か
い
側
店
舗

特
設
会
場

５
０
０
円

売
り
切
れ
次

第
終
了
し
ま

す

。

予

約

販
売
な
し

10:

00
～
15:

00

古
布
、
は
ぎ
れ
の
布
市

温
泉
セ
ン
タ
ー
横
特
設
会
場

13:

00
～
、
15:

00
～

２
回

春
よ
来
い

ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞

い

温
泉
セ
ン
タ
ー
前
広
場

１
０
０
円

14:

00
～

日
奈
久
路
地
裏
春
探
し

温
泉
セ
ン
タ
ー
前
集
合

１
０
０
円

18:

00
～
19:

00
頃

雛
送
り
の
儀

月
を
想
い

春
を
待
つ

大
人
へ
と
成
長
し
た
ひ
な
ぐ
か
ぐ

や
姫
を
感
謝
の
心
で
お
見
送
り
。

・
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

名
曲
を
包
み
込
む
よ
う
な
チ
ェ

ロ
の
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
母
か
ら
娘
へ
、
娘
か
ら
母
へ

「
あ
り
が
と
う
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
一
行
の
行
列

三
人
官
女
ら
を
伴
っ
て
竹
灯
り

の
道
を
日
奈
久
港
へ
進
み
ま
す
。

・
願
い
事
の
焚
き
上
げ

・
月
へ
帰
る
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
を
お
見

送
り

(

雨
天
時
は
ゆ
め
倉
庫
で
行
い
ま
す
。)

◎
雛
巡
り
を
し
て

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
楽
し
ん
で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

竹灯りの道を進むひなぐ雛の行列

応募しませんか あなたの力作

２月の行事から
6日(土) 温泉旅館風呂の日(入浴料無料)

詳しくは各温泉旅館にお問い

合わせください。

ばんぺい湯、東湯、松の湯で

は無料開放は実施しません。

11・13・14日 県女子サッカー大会

ドリームランド(シー・湯・遊)

13日(土) 城下町「やつしろ」のお雛祭り

オープニング

14日(日) 新開堤防除草作業 9:00～

住民自治会関係会議等

（南部市民センター）

12日(金) 町内連絡委員会 13:00～

15日(月) 運営委員会 17:00～

19日(金) 広報部会 19:00～

日
奈
久
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

中
村
市
長
と
意
見
交
換

日
奈
久
校
区
市
政
協
力
員

１
月
21
日(

木)

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
市

政
協
力
員
会
は
日
奈
久
の
人
口
減
少
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

市
報(

５
月
号
予
定
】
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

市長(手前)に説明する平田校区長

昨年度大賞 野入洋子さんの作品

１
月
15
日(

金)

運
営
委
員
会

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
か
ら
、

本
紙
の
記
事
に
な
ら
な
か
っ
た
事

柄
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
福
祉
健
康
人
権
部
会

毎
月
11
日
は
「
人
権
の
日
」
で

す
。
12
月
は
日
奈
久
小
学
校
で
人

権
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
部

会
と
し
て
も
人
権
の
日
の
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

○
事
務
局
よ
り

T
e
a
m

Ｉ

日
奈
久
か
ら
の

ち
く
わ
焼
き
火
器(

コ
ン
ロ)

の

年
間
借
用
依
頼
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
時
は
返

却
す
る
と
い
う
条
件
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

寄付のお礼
中西町江浦俊男様から寄付を頂き、

電気ドリル2台及びジグソー1台の購入、

広報紙１月号カラー印刷代の補充させ

ていただきました。お礼申し上げます。

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

雛送りの儀

雛迎えの儀
うまかもん市
ぜんざい振舞
路地裏春探し

おかみカフェ

竹灯り

古布・
はぎれの

布市

ひなぐ

かぐや姫
発着ポイント

行列ルート
（点線） ひなぐ雛手作り体験

創作雛公募展

スタンプラリー応募箱

(広告欄)
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元
日
の
走
り
初
め
と
し
て
伝
統
の
あ
る

大
会
で
す
が
、
15
町
内
の
う
ち
参
加
し

た
の
は
６
町
内
５
チ
ー
ム
で
し
た
。
レ
ー

ス
は
日
奈
久
中
学
校
周
辺
10
区
12
・
８
km

で
行
わ
れ
、
新
田
町
が
安
定
し
た
強
み

を
見
せ
て
優
勝
し
ま
し
た
。(

主
催
日
奈

久
住
民
自
治
会
、
主
管
日
奈
久
体
育
協

会
）参

加
町
内
の
減
少
で
大
会
の
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

体
育
協
会
で
は
塩
北
・
新
開
町
の
よ
う
に

連
合
チ
ー
ム
で
の
参
加
も
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

◆
総
合
成
績

優
勝
新
田
町
46
分
27
秒

２
位
塩
南
町
47
分
33
秒

３
位
大
坪
町

４
位
山
下
町

５
位
塩
北
新
開
町

◆
区
間
賞

１
区(

未
就
学
児)

全
員

２
区(

小
学
女)

上
原
礼(

塩
南)

３
区(

小
学
男)

田
並

尚
也(

大
坪)

４
区(

女
高
校
以
上)

中

村
結(

塩
北
新
開)

５
区
（
中
学
男)

平

野
虹
介(

塩
南)

６
区(

中
学
女)

廣
瀬

理
奈(

塩
北
新
開)

７
区(

31
～
40
才)

山
本
徳
久(

塩
北
新
開)

８
区(

フ
リ
ー)

堀
端
良
行(

塩
南)

９
区(

19
～
30
才)

橋
口
靖
宏(

塩
北
新
開)

10
区(

41
才
～)

木
森
孝
徳(

大
坪)

（
敬
称
略
）

第
11
回
目
の
本
大
会
は
17
日
、
県
営

陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
球
磨
川
河
川
敷

ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
折
り
返
す
10
区
間
31
・

２
km
の
コ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
、
参
加
19

校
区
の
中
、
日
奈
久
は
健
闘
し
て
14
着

で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
１
位
は
八

千
把
校
区
で
し
た
。

監
督
の
北
園
武
広
さ
ん
は
「
中
学
生

選
手
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
校
区
の
代

表
と
し
て
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
最
後
ま

で
す
ば
ら
し
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
、

次
に
つ
な
が
る
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

選
手
選
考
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
地
域
の

２

駅
の
ノ
ー
ト
か
ら

新
田
町
に
栄
冠

第
45
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会

市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

た
す
き
を
つ
な
ぎ
力
走
、
14
位

優勝旗を手に喜びの新田町チーム

皆
様
か
ら
の
候
補
選
手
の
情
報
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

健
闘
い
た
だ
い
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
区(

小
学
女
）
上
原
礼(

塩
北
新
開)

２
区(

小
学
男)

田
並
尚
也(

大
坪)

３
区
増
田
翔(

大
坪)

４
区
北
園
大
祐

(

新
田)

５
区
堀
端
良
行(

塩
南)

６
区
廣
瀬
理
奈(

塩
北
新
開)

７
区
中

山
陽(

竹
ノ
内)

８
区
本
田
り
く
と

(

新
田)

９
区
平
野
虹
介(

塩
南)

10
区
西
垣
充
貴(

新
田)

補
員
丸
尾
真

一(

大
坪)

・
中
村
誠
也(

竹
ノ
内)

・

廣
田
亮
翔(

上
西)

・
廣
田
大
翔(

上
西)

(

敬
称
略)

○
初
め
て
八
代
市
に
降
り
て
日
奈
久
温
泉

で
入
浴
し
ま
し
た
。
温
泉
街
を
含
め
て
日

奈
久
温
泉
駅
界
隈
は
静
か
で
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
町
で
、
新
し
い
気
分
に
ひ
た
り

ま
し
た
。
新
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
上
々

で
す
。
古
い
歴
史
も
感
じ
ま
す
。
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
は
、
こ
れ
か
ら
乗
り
ま
す
が
、

わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

（
沖
縄
か
ら
）

○
初
め
て
の
八
代
、
初
め
て
の
日
奈
久

と
て
も
い
い
お
湯
で
し
た
。
ば
ん
ぺ
い
湯

も
す
て
き
で
し
た
。

（
千
葉
か
ら
）

○
今
年
に
な
っ
て
早
３
回
訪
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
も
湯
量
豊
か
で
す
っ
か
り
気
に
入
り

ま
し
た
。
駅
の
方
々
の
お
も
て
な
し
に
も

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

竹
灯
り
６
０
０
８
本
の
「
行
く
年
来
る
年
」

「
火
流
の
彩
」
に
８
０
０
人

ひ
な
ぐ

い
ろ

開
湯
６
０
０
年
を
記
念
し
て
始
め
ら
れ

た
「
火
流
の
彩
」
は
８
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
12
月
31
日
午
後
８
時
前
、
温
泉
街
と

日
奈
久
温
泉
神
社
に
並
べ
ら
れ
た
６
０
０

８
本
の
竹
灯
ろ
う
に
、
観
光
客
も
加
わ
っ

て
約
50
人
が
ラ
イ
タ
ー
や
ろ
う
そ
く
を
手

に
点
火
。
点
火
が
終
わ
っ
て
、
照
明
が
消

さ
れ
る
と
、
「
う
わ
ー
き
れ
い
」
と
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

紅
白
歌
合
戦
が
終
わ
っ
た
頃
か
ら
、
人

の
数
は
ど
っ
と
増
え
ま
し
た
。
今
回
か
ら

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
始
ま
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
大
き
な
重
い
カ
メ
ラ
と
三
脚
を

抱
え
て
上
っ
て
く
る
カ
メ
ラ
マ
ニ
ア
の
人

が
目
立
ち
、
さ
っ
そ
く
好
み
の
位
置
に
三

脚
を
据
え
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま

し
た
。

午
前
０
時
10
秒
前
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

の
合
唱
と
日
奈
久
六
郎
太
鼓
の
力
強
い
演

奏
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
だ
け
で

な
く
校
区
外
か
ら
も
家
族
連
れ
や
若
い
カ
ッ

プ
ル
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、
幽
玄
な
竹

灯
り
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

元
旦

の
午
前
１
時
半
頃
か
ら
次
第
に
ろ
う
そ
く

が
燃
え
尽
き
始
め
、
や
が
て
「
火
流
の
彩
」

は
穏
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

竹灯りに点火する家族連れや観光客の人たち

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

１
月
31
日
締
め
切
り

発
表
、
表
彰
は
来
月

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
の

「
も
も
日
奈
サ
ン
デ
ー
」
い
か
が
で
す

ひ
な
祭
り
期
間

限
定
の
ス
イ
ー

ツ
で
す
。
ば
ん

ぺ
い
湯
で
販
売
。

２
７
０
円

毎
週
土
曜
日
は

ち
く
わ
焼
き
体
験

日
奈
久
温
泉
旅
館
組
合
、T

e
a
m
I

日
奈
久
、
と
ら
や
蒲
鉾
店
、
桑
原
竹
細

工
店
が
協
力
し
て
、
日
奈
久
温
泉
セ
ン

タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前
で
行
い
ま
す
。
毎

週
土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
。

初めての体験、焼きたて
はとても美味しいと評判
上々。問い合わせは金波
楼へ３８－０６１１

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
詐
欺

今
年
の
健
康
を
願
っ
て

火
に
当
た
り
モ
チ
を
焼
く

ど
ん
ど
や
に
２
５
０
人

１
月
11
日(

月
・
成
人
の
日)

10
時
、

ど
ん
ど
や
に
点
火
さ
れ
ま
し
た
。
日
奈
久

小
・
中
学
校
運
動
場
に
前
日
組
み
上
げ
ら

れ
た
２
基
の
竹
や
木
枝
は
や
が
て
メ
ラ
メ

ラ
、
ド
ン
バ
チ
ッ
と
龍
が
天
に
昇
る
よ
う

に
炎
が
燃
え
上
が
り
、
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
お
よ
そ
２
０
０
人
の
お

年
寄
り
か
ら
子
供
た
ち
は
、
モ
チ
を
焼
き
、

ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
て
今
年
の
健
康
を
願
い

ま
し
た
。

燃
や
し
尽
く
し
て
運
動
場
を
元
の
よ
う

に
戻
し
た
の
は
15
時
30
分
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た
。
ご
近
所
の
ご
家
庭
に
は
灰
が
降
っ
た

り
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

ご
理
解
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。.

婦
人
会
は
無
料
で
ぜ
ん
ざ
い
を
振
る
舞

い
ま
し
た
。
温
か
く
て
お
い
し
い
と
前
日

か
ら
用
意
し
た
２
０
０
食
は
完
食
。
会
員

の
皆
さ
ん
も
大
満
足
で
し
た
。

日
奈
久
は
雪
国
だ
っ
た
？

20
cm
の
積
雪
に
国
道
も
渋
滞

１
月
23
～
24
日
に
降
っ
た
雪
は
47
年
ぶ

り
の
大
雪
と
も
い
わ
れ
、
一
面
の
銀
世
界

が
出
現
し
ま
し
た
。
新
田
町
で
は
20
cm
の

積
雪
を
観
測
。
国
道
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン
と

な
り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
数
十
台
が
立

ち
往
生
。
市
出
初
め
式
も
中
止
で
し
た
。

子供たちは初めての大雪に大喜び。雪

だるまと一緒にハイポーズ！(塩北町)

日奈久のおもしろ歴史
初めての学校 堂山校と千代永校

明
治
天
皇
の
「
国
に
不
学
の
戸
な

く
、
家
に
不
学
の
徒
の
な
い
」
よ
う

に
と
の
聖
旨
に
基
づ
き
、
日
奈
久
で

は
明
治
８
年(

１
８
７
５)

温
泉
神
社

社
務
所
前
の
空
き
地
に
初
め
て
の
小

学
校
「
堂
山
校
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
事
情
が
あ
っ
て
農
村

側
を
分
離
し
て
、
山
下
地
域
内
に

「
千
代
永
校
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

明
治
20
年
、
両
校
は
合
併
し
て
日
奈

久
校
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
23
年
、

児
童
の
増
加
に
よ
り
今
の
塩
南
町
児

童
公
園
一
帯
へ
の
移
転
を
経
て
、
昭

和
11
年(

１
９
３
６)

、
現
在
地(

竹
ノ

内)

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

(

左)

温
泉
神
社
社
務
所
前
に

あ
る
堂
山
校
跡
地
の
石
碑

(

左)

山
下
町
バ
ス
停
の
近
く
、

鉄
道
の
奥
に
あ
る
千
代
永
校
跡

の
石
碑

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
活
用
で

ま
ち
づ
く
り

地
域
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

１
月
23
日
市
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
天
草

市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
田

中
万
里
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
当
法

人
は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
旧
大
矢
野
中

央
公
民
館
及
び
海
の
家
を
運
営
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
「
マ
マ
応
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
②
高
齢
者
支
援
「
生
き
生
き
サ
ー

ク
ル
」
の
実
施
③
ま
ち
づ
く
り
サ
ー
ク

ル
「
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
」
の
誘

致
④
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、
利
用

団
体
の
活
動
拠
点
提
供
と
自
主
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
よ
さ
こ

い
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
」
は
毎
月
の
練
習
と

各
地
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
と
の
交
流
で

ま
ち
づ
く
り
の
意
識
が
高
ま
り
、
イ
ベ

ン
ト
へ
の
協
力
、
企
画
へ
の
参
加
な
ど

若
者
た
ち
は
発
想
や
行
動
力
を
生
か
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

吉
田
幸
一
さ
ん
撮
影

(広告欄)


